
  
 

令和 6 年度 奨学⽣募集要項 
 
１．奨学⾦の性格 
 給与奨学⾦（返還の義務はありません） 
 
２．給与⾦額 
 ⼤学奨学⽣  ３０，０００円／⽉ 
 ⼤学院奨学⽣ ３０，０００円／⽉ 
 
３．応募資格 

① 東京都にある⼤学⼜は⼤学院で理⼯学を学ぶ者 
② 健康でかつ学業の成績が優秀な者 
③ 経済的理由により学費の⽀弁が困難である者 

世帯合計年収上限は 1000 万円、500 万円以上 1000 万円以下は願書奨学⾦志望の 
理由欄に学費⽀弁が困難な理由を記⼊すること。所得の種類、⾦額、世帯構成、
進学形態、家庭の事情などをすべて考慮する。 

④ 本会が主催する⾏事に出席できる者 
（1） 奨学⽣⽣活状況報告会  ５⽉ 
（2） 奨学⽣の集い   ９⽉ 22 ⽇(⽇)予定 

⑤  奨学⾦⽀給開始までにゆうちょ銀⾏⼝座を⽤意できる者 
 
４．対象学年 
 ⼤学⽣  ： 令和 6 年４⽉に２年次⽣から４年次⽣として在学する者 
 ⼤学院⽣ ： 令和 6 年４⽉に修⼠１年次⽣⼜は２年次⽣として在学する者 
 
５．募集⼈数 
 ２３名 
 
６．奨学⾦の⽀給期間 
 奨学⾦の⽀給期間は、原則として在籍する学部の最短修業年限になります。 
 
７．奨学⾦の⽀給⽅法 

奨学⾦は、３ヶ⽉分を併せて年４回本会の指定⽉（４⽉、７⽉、１０⽉、１⽉）に 
本⼈名義のゆうちょ銀⾏⼝座へ振り込みます。（奨学⽣採⽤後の最初の⽀給につきま
しては、１回⽬と２回⽬を併せて７⽉に⾏います。） 



 
８．応募するための必要書類 

① 連帯保証⼈と連署した奨学⽣願書、及び写真（最近６ヶ⽉以内に撮影のもの、上
半⾝・正⾯・脱帽） 

② 在学する学⻑または学部⻑の推薦書  
③ 成績証明書 
④ 所得証明書（源泉徴収票令和 5 年分もしくは課税証明/⾮課税証明書令和 4 年度分）  
⑤ ⼩論⽂ 

課題ＡＢのうち、どちらかを選択して⼩論⽂を書いて下さい。 
  字数制限：原稿⽤紙 2 枚以上 3 枚以内 
  原稿⽤紙：本会指定の原稿⽤紙に⾃筆で作成のこと 

 
課題Ａ 「近年⽇本の科学・技術⼒が低下する中、あなたはこれを好転させる上で 

如何に貢献できるか記述してください」 
⽇本の現状： 戦後 80 年以上も⽇本を⽀えてきた⽇本の誇る科学・技術は最近徐々に退化しつつある。
技術ではせいぜい新幹線のスピード(300km)までで宇宙技術は遅れ、地球の出来事は表⾯上の⾒えるとこ
ろまではある程度予測がつくが地殻内はだめ。そして⽣物化学分野も電⼦顕微で⾒える範囲まででは扱え
るが、マイクロの世界は⼤幅に後れを取っている。その実例としては最近の能登半島地震、そのスケール
は中程度であったにも拘らず被害は⼤きい。また H2 ロケットは失敗ばかり、さらに⽉⾯の軟着陸も失敗
(2024.1.20 ⼀部成功)、⽇本に対する宇宙技術評価ではインド・中国に後塵を拝している。また⼤⽅の予想
を裏切って⽇本でのコロナのワクチン開発は失敗に終わり、⽇本はコロナ最盛期の初めの 3 年間は⾼価な
アメリカ製ワクチンを輸⼊する外なかった。これに引き換え、いわゆる cheerful なニュースは⼤⾕君のニ
ュースばかり・・・このような現状を⾝に染みて実感した⼈は、“⽇本の将来を⽀える為には⽇本の学校制
度において、スポーツ・芸能に重点を置き、その中から最優秀品（⼈）を輸出したほうが⽇本にとって経
済効果が⼤きい”と揶揄する⼈もいる。 

 
論⽂課題： あなたは⽇本の将来の科学者・技術者として、 
（I）上記のような⽇本の現状をどのように捉えているか述べ、さらに 
（II）このような現状を踏まえあなたは将来、⽇本の科学・技術に対してどのような貢献ができるか 

記述してください。 
 

 

課題Ｂ 「⽇本における教育、研究環境の特殊性」 
わが国の⼤学での教育、研究の多くは⽇本語で⾏われており、そのため世界への発信⼒が弱く、外国での
評価が低くなっているという論調がある。 
外国の多くの国では⾃国語による教科書が乏しいため、勉学の場では先進国の英語の教科書が使われてい
る。また、国内に学会などの組織が乏しいため、研究発表は若いときから世界規模の学会で英語によって
⾏うことになる。 
これに対して、わが国では多くの学問分野で⽇本語の教科書が完備しており、また国内にそれなりの規模、
レベルの学会組織があるので、勉学、研究発表、討論に英語を⽤いる機会も必要性も少ない。結果として
活動が国内に閉じたものになりがちで、外国への発信⼒が乏しくなっている。 
外国での評価が低いのはこうした構造的な問題によるところが⼤きいと考えられる。 
こうした状況と⾃分⾃⾝の勉学、研究状況とを対⽐して、世界への発信⼒をどのように確保していくべき
かを論じられたい。 
 



９．出願⽅法 
・本⼈からの直接応募は受け付けておりません。 
・在学する⼤学の学⻑または学部⻑の推薦を受けて下さい。 
・推薦書及び必要書類は、奨学⾦担当窓⼝より本会事務局宛に送付して下さい。 

【応募先】 〒１９４−８６６６ 東京都町⽥市⻄成瀬２−４６−１ 
公益財団法⼈オーディオテクニカ奨学会 事務局 

・書類原紙ではなく PDF での提出も可能です。 
成績証明、所得証明等の個⼈情報を含むためパスワード設定のうえ 
奨学会メールアドレス zaidan@audio-technica.co.jp へ送信して下さい。 
 

１０．出願期間 
 ・令和 6 年４⽉１⽇から令和 6 年５⽉ 7 ⽇迄 
 ・応募書類は、締切⽇(５⽉ 7 ⽇)までに本会に到着したものを有効とします。 
 ・締切⽇を過ぎての到着分、及び提出書類に不備があるものは無効とします。 
 ・提出書類の返却は⾏いません。 
 
１１．選考・採⽤⽅法 
 ⼀次選考：書類・⼩論⽂審査  ５⽉ 15 ⽇(⽔) 
 ⼆次選考：⾯接        5 ⽉ 29 ⽇(⽔) 
     ⾯接選考は令和 6 年 5 ⽉ 29 ⽇（⽔）オーディオテクニカ（⽂京区/テクニカハウ 

ス）において実施する予定です。⾯接時刻詳細については、⾯接対象者に通知し 
ます。⾯接を⽋席されますと失格となりますのでご注意ください。 

 
１２．採⽤通知 
 結果は、在学学⻑または学部⻑を通じて本⼈に⽂書で通知します。 
 
１３．奨学⾦の停⽌⼜は打ち切り 

奨学⽣が次の各号の⼀に該当した場合は、奨学⾦を停⽌する⼜は打ち切ることがあり
ます。 
① 傷病のため成業の⾒込みがなくなったとき 
② 学業成績*⼜は性⾏が著しく不良になったとき 
③ 奨学⾦を必要としない理由が⽣じたとき 
④ 奨学⽣として適当でない事実があったとき 
⑤ 在学学校で処分を受け学籍を失ったとき 
⑥ 重要な事項に変更があった場合の届出義務を怠ったとき 
⑦ 奨学⽣としての資格を失ったとき 

*学業成績の著しい不良とは、進学するために必要な常識的な単位数を取らなかった場合
のことをいう。 



１４．その他 
他奨学⾦等との併願、併給も可能です。 

以上 
 

 
公益財団法⼈オーディオテクニカ奨学会 
〒194−8666 東京都町⽥市⻄成瀬 2-46-1 
https://www.audio-technica.co.jp/corp/foundation/ 
【事務局】  
お問い合わせ TEL：(042)739-9171 FAX：(042)739-9110 
電話受付 平⽇ 9:00〜12:00 13:00〜17:00（⼟･⽇･祝を除く） 
お問い合わせ E メール：zaidan@audio-technica.co.jp  


